
 

 

 

 

 
 

★教育の情報化に関する手引（追補版）の活用★ 

令和 2 年 6 月に文部科学省から、現行の学習指導要領の下で、教育の情報化が一層進展する

よう「教育の情報化に関する手引（追補版）」が発出されました。  

「第４章 教科等の指導におけるＩＣＴの活用」では、児童生徒の資質・能力を育成する学習

活動の充実を目指し、ＩＣＴを効果的

に活用した学習場面の分類例が右図

のように示されています。さらに、Ｉ

ＣＴを活用した学習活動について、小

学校・中学校・高等学校の学校段階の

順で、教科等ごとに、当該教科等の学

習過程も意識した具体例が示されて

います。 

例えば、中学校数学では、「問題解

決の過程を振り返り、評価・改善する

場面」の具体例が以下のように示され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下線部を右上写真のように小学校算数で実践することも考えられます。この授業では、授業の

終末で本時の授業の板書をアプリで全員に配信し、児童一人一人に１時間の授業の学習過程を

振り返らせる活動を位置付けていました。その際、「解決するときに大切だと思った考え方（赤）」

「まだはっきりしないことや知りたいこと（青）」を示すように伝えて振り返りが充実するよう

に工夫していました。 

また、中学校音楽では、「音楽の特徴

を捉え、学習の見通しをもつ場面」を、

右写真のように実践することも考えら

れます。この授業では、「荒城の月」の曲

想と音楽の構造との関わりについての理解をねら

い、楽譜をモニタで共有しながら、歌唱のポイント

を見いだす活動を位置付けていました。 

釧路市 GIGA通信 

 

 

釧路市教育委員会 教育支援課 

 
NO.18 

教育の情報化に関する手引（追補版）→ 

算数・数学授業「ＩＣＴ利活用」についての短編動画→ 

なぜ大切だと思った

のかを記述 

なぜはっきりしない

のかを記述 

黒板の中で、大切だと思った考え方は赤で、まだはっきり

しないことは青で囲んでロイロノートに提出しよう。 

 

 

 

 

楽譜をモニタで共有 

 

 

 

 

 

曲想と音楽の構造との関わ

りに焦点化した課題設定 

〔令和 5年 9 月 2７日研修講座「音楽科教育の充実」〕 


